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Abstract
　　This brief essay is a case study of a young Japanese man’s intercultural experience between 
1870-73. Kenzo Hirosawa, an adopted son of the prominent Chōshū politician Saneomi Hirosawa, 
had a rare opportunity of living with the US consul in Tokyo for almost a year before leaving for 
New York to study. Articles written about Kenzo and his uncatalogued papers illustrate the vivid 









































　明治 3 年の夏，16 歳の健三は留学に向けて一歩を踏み出した。このとき，養父真臣は 37 歳，参議
兼民部省御用掛として内政一般を統括する立場にあった。“Kenzo Hirosawa Diary-book Yedo”と
題された健三の当時の日記からは，「稽古場」と「塾」で英語学習に励む折々に，甲鉄艦の見物（6 月
1 日）や自転車の試乗（同 11 日），築地居留地での断髪（同 23 日），時計の購入（7 月 5 日），内田九一























3. “A Japanese Statesman at Home”
　ハウスによれば，シェパード公使は客人をもてなすことが好きで，知り合いの欧米人を一通りご馳
走攻めにしたあとで，日本人も呼びたい，と考えた。そして最初の客として健三の父，広沢真臣が選
ばれる。この顚末をまとめた文章が，ハウスがハーパーズ誌に発表した“A Japanese Statesman at 











　広沢真臣も，シェパードやハウスとの交際を日記に書き残している。それによれば，10 月 5 日，
善福寺を広沢が訪問，続いて翌月の閏 10 月 15 日夕，文書大佑頴川重寛を通訳として「米岡士セハル







































ことになり，健三も東京府に横浜での居住許可を願い出た。16 7 月 13 日，かねが真臣の遺児金次郎を
出産，金次郎は山口の親戚（おそらく真臣の実兄17である山口県権大参事柏村信）のもとにあずけられる。
18 9 月には，冗費を減らすため，東京の邸宅を引き払い，東京府から山口県への転籍を願い出て，み
とめられた。そして，10 月 17 日，横浜からアメリカに向けて出発する。ある程度アメリカで学んだ
のちは，フランスに行く予定だったというから，このころ欧米の上流階級の子弟が盛んに行った「グ
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は今日も変わらず 36 East 38th 
St., 日系ホテル，キタノの裏手に
あたる。健三の葬列はここから出













伝える細々とした書類である。20 たとえば，工科学校の支払は毎回 30 ドル，複数の領収書が残って
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裏は，“NONE KNEW THEE BUT TO 
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のは，
父真臣の存在によるが，周囲の人々に筆を取らせ，資料をつくらしめた





　本稿の資料の解読と読解には，平成 29 年度の 3 年ゼミ生（英語コミュニケーション学科・重松ゼミ）が参加
した。なお，引用文献の表記は適宜現代仮名遣いに，旧字体は新字体に改めた。
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